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2. 活火山・十勝岳 Q&A 火山が噴火した時に起こることを知りましょう
かつ  か  ざん　　　と   かち だけ ふん  か　　　　　　　　　 お

地下から上がってきたマグマ（岩が高温で溶けているもの）が地表まで来ると噴

火が起こり、溶岩が流れたり火山灰が降り積もったりして山（火山）ができます。

また、山はできるだけでなく、できた山が爆発で壊れることもあります。火山は、噴火によ

る形成と破壊を繰り返しながら成長してゆくのです。

QQ
2-1
A

十勝岳も、何度も噴火を繰り返して、だんだん高い山になっていきました。一度造られた
古い十勝岳の上に、新しい時代の噴火で積もった火山灰や流れた溶岩が重なっている
と考えられています。また、およそ4,700年前、3,300年前の噴火で今の山頂付近に「グ
ラウンド火口」が造られた後、この火口の周りでさらに噴火が起きました。これらの噴火
では、新しい火口や新しい丘（火口丘）ができたり、できた丘が爆発で壊れたりしていま
す。大正火口や62-2火口も、それらの仲間です。
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十勝岳の地質断面図：「フィールドガイド日本の火山③　北海道の火山」（高橋・小林編, 1998）の図を簡略化
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新しい時代の十勝岳の噴出物新しい時代の十勝岳の噴出物
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せんじょう  ち
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ふんしゅつぶつふんしゅつぶつ

噴火
ふん  か マグマは熱く、温度が

1000℃以上もあります。

　　　　　　　　 あつ         おん  ど

　　　　　　　　 い  じょう火山灰
か   ざん  ばい

マグマだまり

火山はどうやってできるの？
 か　 ざん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こう おん　　  と　　　　　　　　　　　　　　　　　  ち  ひょう　　　　　　　　　　　　　　　ふん

   か　　　 お  　　　　　 よう がん　　   なが　　　　　　　か  ざん ばい         ふ　　　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　  か   ざん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばく はつ       こわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か  ざん　　　 ふん  か

　　 けい せい　　  は   かい        く        かえ　　　　　　　　 せいちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　ふん  か　　　 く         かえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ   だい 　　 ふん  か　　　  つ 　　　　　　　か　ざん ばい　　  なが　　　　　よう がん 　　 かさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　   ふん  か　　　　　　     さん ちょう　ふ  きん

　　　　　　　     か  こう　　　　つく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 まわ　　　　　　　　　　  ふん  か　　　  お　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふん　か

　　　　　　　　　　　　  か  こう　　　　　　　　　おか        か   こう きゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      おか　　　　ばく はつ　　  こわ

　　     たいしょう か   こう 　　　　　　　  か  こう　　　　　　　　　　　　 なか  ま
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火山が噴火した時に起こることを知りましょう火山が噴火した時に起こることを知りましょう 2. 活火山・十勝岳 Q&A
かつ  か  ざん　　　と   かち だけふん  か　　　　　　　　　 お

マグマは地下深くででき、周りの物質より軽いためにだんだん上がってきて、

重さのつり合う地下の浅いところでいったんたまります。これがマグマだまりで

す。マグマの中には、水や二酸化炭素、二酸化硫黄などの蒸発しやすい成分が元々溶

け込んでいます。何かのきっかけでこれらの成分が気体になり、マグマの中に泡ができ

ると、マグマの体積が急に大きくなり、マグマ全体も軽くなって上がり始め、噴火が起こ

ると考えられています。

QQ
2-2
A

マグマだまり

泡ができる（発泡）

噴火

あわ　　　　　　　　　　  はっ  ぽう

ふん　か

サイダーやコーラなどを
はげしく振ると、泡がたくさん
できて吹き出す様子に
似ていますね。

噴火はなぜ起きるの？
　　　　　　　　　　　　　　ふか　　　　　　　　　　まわ　　　　  ぶっ しつ　　　　 かる

 おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に   さん   か   たん  そ　　  に   さん  か    い  おう 　　　　　　  じょう   はつ　　　　　　　　　せい ぶん        もと もと  と

　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き  たい 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ぜん  たい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はじ　　　  ふん　か　　　　

 ふん    か　　　　　　　　　　　 お

   ふ　　　　　  あわ

　 　ふ　　　　　　　 よう   す

に
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2. 活火山・十勝岳 Q&A 火山が噴火した時に起こることを知りましょう
かつ  か  ざん　　　と   かち だけ ふん  か　　　　　　　　　 お

火山の噴火は、マグマの性質（粘り気）や火山ガスの量や浅部の水環境などに

よって様子がたいへん異なり、また、起こること(現象)も変わります。噴火で生じ

た高温の土砂が雪を溶かすと、火山泥流が発生することもあります。

QQ
2-3
A

上にある現象のうち、十勝岳で起こったことのあるものはどれかな？

爆発で生じた空気の圧力が空中を伝わっていきます。窓ガラスなどが
割れることがあります。低い音ですが、耳で聞こえることもあります。

空から来るもの空から来るもの

写真提供：京都大学防災研究所附属火山活動研究センター
写真提供：気象庁

マグマや岩のかけらが火口から飛び出して、大砲の弾の
ように高速で飛ぶ現象です。1989年の十勝岳噴火で
は、20mもの巨大な噴石が火口近くに落下しました。最
近の噴火で大きな噴石が吹上温泉や望岳台付近まで
届いたことはありませんが、噴火規模が一段と大きな場
合もあるかもしれません。小石サイズの噴石は、風に流
されて数ｋｍまで達することもあります。

細かく砕けたマグマや岩石が火口から空高く舞い上が
り、風に流されて広がり、地面に降ってきます。灰のため
に昼でも暗くなります。火山灰が降った沢では、雨の時
に泥流が起こることもあるので、沢の近くは危険です。

●被害を防ぐには…外ではマスクやゴーグルなどを
つけて、目や呼吸器官を守りましょう。交通事故にも
気を付けて下さい。1962年の十勝岳の噴火では風
下の北見や網走などで火山灰が降りました。

噴　石

空　振

降　灰 （火山灰）　
ふん　　  せき

くう　　　しん

こう　　  はい 　  か　ざん ばい

目には見えない空気の振動です
しん どう

●被害を防ぐには…噴火して大きな爆発音が続いている時は、でき
るだけ窓ガラスに近づかないようにしましょう。1962年の十勝岳噴火
では、およそ200kmも離れた洞爺湖の近くで窓ガラスが割れたこと
もあります。

さくらじま　　 ふん  か　　　ふん せき

写真提供：気象庁

う　 す  ざん　　　　　　　　　　ふん  か

桜島の噴火で弾道を描いて噴石が飛んでいる様子
走る車が、積もった火山灰を舞い上げる様子（三宅島）

2000年の噴火
ふん  か

1950年の噴火
ふん  か

火山が噴火するとどんなことが起こるの？

げん しょう

 ばくはつ　　　　　　　　　　　　　　　　 あつ りょく　　　　　　　　　　　　　    つた　　　　　　　　　　　　　　　　 まど    

  わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひく

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      か  こう　　　　　　　　　　　　　　　　  たい  ほう       たま

　　　　　　  こう  そく　　　と　　　げんしょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふん   か

　　　　　　 　　　　　　  きょ だい　　 ふん せき  　　　　　　　　　　　　    らっ  か

　　 　　  ふん   か　　　　　　　　　 　　　　　　　   ふき あげ おん せん　　   ぼう がく だい  ふ   きん

 とど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ふん  か    き    ぼ　　    いち だん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       なが

　　　　　　　　　　　　　　　　 たつ

こま　　　　 くだ　　　　　　　　　　　　　　がん せき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ  めん         ふ　　　　　　　　　　　　  はい

　　　　　　　　　 くら　　　　　　　　　　　　  か   ざん ばい　　　　　　　　　 さわ

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き  けん

　　　ひ がい　　ふせ　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 こ きゅう    き  かん      まも　　　　　　　　　　 こう つう  じ    こ

　　　　  つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふん  か

　　　　　　　　　　　あばしり　　　　　　  か  ざん ばい

　　　ひ がい　　ふせ　　　　　　　　　ふん  か　　　　　　　　　　　ばく はつ おん       つづ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふん  か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな　　　　 とう  や    こ

　　　　　　　ふん  か　　　　　　　　　　　　　 せい しつ　  ねば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   せん  ぶ　　　みず かんきょう

　　　　　　 よう  す　　　　　　　　　　　  こと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げん しょう　　　　　   か　　　　　　　　　　 ふん  か         しょう

　　  こう おん         ど  しゃ　　　　　　　 と　　　　　　　　　　　　  でいりゅう　　　    はっ せい

 か   ざん　　    ふん   か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

さくら じま       ふん  か　　　だん どう　　 えが 　　　　ふん せき                                      よう  す
　　　　　　　　　 つ　　　　　　  か  ざん ばい        ま　　　　　　　　　　　　　　  み やけじま

浅間山噴火の空振被害浅間山噴火の空振被害
あさ　ま  やま  ふん  か　　　くう  しんあさ　ま  やま  ふん  か　　　くう  しん

●被害を防ぐには…身体に当たると死亡することもあ
ります。1962年の十勝岳噴火では、火口から500ｍぐ
らいの所で噴石により人が亡くなっています。噴火した
ときは急いで逃げてください。

　　　ひ がい　　ふせ　　　　　　　　　からだ　　　　　　　　　　 し  ぼう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ふん か

　　　　　　　　      ところ　　　  ふん せき　　　　　　　　　　　　　　  　な　　　　　　　　　　　　　　　 ふん  か

　　　　　　　          いそ　　　      に
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火山が噴火した時に起こることを知りましょう火山が噴火した時に起こることを知りましょう 2. 活火山・十勝岳 Q&A
かつ  か  ざん　　　と   かち だけふん  か　　　　　　　　　 お

QQ
2-3

上にある現象のうち、十勝岳で起こったことのあるものはどれかな？

写真提供：上富良野町教育委員会

写真提供：旭川地方気象台

写真提供：気象庁

流れて来るもの流れて来るもの

地表に出たマグマが、溶けたまま流れ下る現象で
す。表面から冷えて固まりながら流下します。十勝
岳の溶岩流はあまり速くは流れません。

軽石や火山灰などが火山ガスと混じって時速100ｋｍを超す
スピードで流れる、高温・高速のたいへん危険な現象です。大
きな破壊力もあります。十勝岳でも、1988年の噴火で、小型
の火砕流が発生しました。

●被害を防ぐには…流れは遅いので、落ち着い
て避難しましょう。溶岩流は高温なため、山火事
などが起きることもあります。

●被害を防ぐには…噴火が始まったら、役場などの情報に
したがい、火砕流の危険区域に入らないようにしましょう。

溶岩流　 火砕流

大きな岩や流木が泥水といっしょに流れる現象
で、車が走るのと同じようなスピードがありま
す。高温の火砕流や岩なだれで雪が溶けて大
量の水が生じると大きな火山泥流となり、川沿
いの広い範囲で泥流が溢れてたいへんな被害
になることがあります。

火山泥流　
か  ざん でいりゅう

●被害を防ぐには…山に雪がある季節に噴
火した時は、沢の近くは危険です。もし沢の
近くにいた時はすぐに沢から離れ、安全な高
台をめざして急いで逃げましょう。

伊豆大島の溶岩流は、十勝岳の溶岩流より粘り
気が低く、さらさらとやや速めに流れます。

写真提供：気象庁

雲仙普賢岳で起きた
火砕流は小さいもの
でしたが、高温の熱
風にまきこまれて、ふ
もとで43名の方々が
亡くなっています。

★山に雪がある時に火砕流が起きると、
　火山泥流が発生する危険もあります！

1986年の噴火
ふん  か

1988年の噴火
ふん  か

1988年の噴火
ふん  か

1926年の噴火
ふん  か

1991年の噴火
ふん  か

雲仙普賢岳の火砕流
か  さい りゅう

写真提供：旭川地方気象台
十勝岳の火砕流

十勝岳で起きた火山泥流

火山が噴火するとどんなことが起こるの？
なが

　　　　　　　　  いわ   　　りゅう ぼく　　  どろ みず　

　　　　　　　　　　　 か   さい りゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　たい

りょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か  ざん でい りゅう　　　　　　　　　 かわ  ぞ

　　　　　　　　　 はん  い　　　 　　　　 　　　 あふ　　　　　　　　　　　　　　　　  ひ  がい

よう がんりゅう か  さいりゅう

　　　ひ がい　　ふせ　　　　　　　　　　　　　　　 おそ　　　　　　　　お　　　 つ

　　  ひ  なん　　　　　　　　　　 ようがんりゅう　　　こう おん　　　　　　　  やま  か    じ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ふん  か　　　はじ　　　　　　　　　やく  ば　　　　　　　じょう  ほう

　　　　　　　　　  か  さいりゅう　　　　　　　　　   く  いき

　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　き   せつ       ふん

  か　　　　　　　　　　さわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はな　　　 あん ぜん　　たか

 だい　　　　　 　　　　  いそ　　　　　に

  い    ず   おお しま 　　 よう がん りゅう　 　　　　　　　　　　　　よう がん りゅう　　　　　　 ねば

　　　　　ひく　　　　　　　　　　　　　　　　　　はや

　ち  ひょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  と　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げんしょう

　　　　　ひょう  めん　　　　　 ひ　　　　　かた　　　　　　　　　　 りゅう   か

　　　　　よう がん りゅう　　　　　　　　　　　  はや

 かる  いし　　　か   ざん ばい　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ま　　　　　　　 じ  そく　　　　　　　　　　　こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こう そく　　　　　　　　　　　　き  けん　　 げんしょう

　　　　　は  かい りょく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　ふん   か　　　　  こ   がた

　　　か   さいりゅう                はっせい

 うん  ぜん  ふ  げん  だけ

  か   さい りゅう

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　ねっ

 ぷう

　

  な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　さい りゅう

　　　　　でい りゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　 き          けん

  か    ざん         ふん     か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　　　　　　　　　 か  さい りゅう

でい りゅう
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2. 活火山・十勝岳 Q&A 火山が噴火した時に起こることを知りましょう
かつ  か  ざん　　　と   かち だけ ふん  か　　　　　　　　　 お

川の上流には小さな沢がいくつもあり、やがて集まって大きな川へと成長してい

きます。１つの川に向かって水が集まる場所全体を『流域』と言い、多くの流域は

高い尾根に囲まれています。　

十勝岳で今後火山泥流が発生する可能性が高い場所は、62-2火口や大正火口を含むグ

ラウンド火口域です。ここは富良野川流域と美瑛川流域の境になりますが、高い尾根が

ありません。もし、この２つの流域の境で火山泥流が発生すると、やがて２つに分かれて、

それぞれの川に沿って流れ出します。

QQ
2-4
A

十勝岳で1926年(大正15年)に起こった噴火では、爆発で
生じた高温の岩なだれが、美瑛川と富良野川の二つの源
流域で積雪を溶かし、火山泥流を発生させました。火山泥
流は、その後 それぞれ二つの川沿いに流れ、ふもとに大き
な被害を与えました。

高い尾根に囲まれているような流
域では、その外からの水は、なか
なか入ってきません。沢の水が次
第に集まって、１つの大きな川に
なり、下流へと流れていきます。

尾根尾根 尾根尾根

尾根尾根

尾根尾根 尾根尾根

尾根尾根

水は集まり
ながら下流へ
流れる

水は集まり
ながら下流へ
流れる

か　りゅうか　りゅうか　りゅうか　りゅう

富良野川やヌッカクシ富良野川、
美瑛川を、みんなの住む市街地から上流まで、

11・12ページの見どころマップで
たどってみましょう。

十勝岳山頂

大正火口

高温の岩なだれ

火山泥流発生

美瑛川流域
りゅう いき

融雪！
ゆう せつ

望岳台
至 吹上温泉→

富良野川流域

62-2 火口

至 美瑛川

さん  ちょう

でい  りゅう

ぼう  がく  だい

いたる　  ふき あげ  おん せん

↓

流域流域

お　  ね

りゅう  いき

お　  ね

お　  ねお　  ね

お　  ねお　  ね

りゅう  いき

水は集まり
ながら下流へ
流れる

水は集まり
ながら下流へ
流れる

りゅう いき

十勝岳では火山泥流はどこで発生するの？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふん  か                   ばく はつ

　　　　　　  こう おん　　　いわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げん

りゅう いき　　　せき  せつ　　　と　　　　　　　　　　  でい りゅう　　　はっ せい　　　　　　　　　　　　　　　　　でい

りゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　ぞ

　　   ひ  がい       あた

　　          お   ね　　   かこ　　　　　　　　　　　　　            りゅう

 いき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

 だい

ふ    ら    の   がわ                                      ふ    ら    の   がわ

び  えい  がわ                                      す　　　 し   がい　ち

　　　　　　じょうりゅう　　　　　　　　　　　　　　さわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば  しょぜん たい          りゅういき　　　　　　　　　　　　　　　 りゅういき

　　　　　お    ね　　　かこ

　　　　　　　　　　　　　　か  ざん でいりゅう　　　はっ せい　　  　　　　か  のう せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  たいしょう　　　　　　　       ふく

　　　　　　　　　か   こう いき　　　　　　　　　　　　  ふ　 ら　 の   がわりゅういき　 　 び  えい がわりゅういき  　　　さかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　ね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りゅういき　　　　　 　　　　　　でいりゅう　   　はっせい

　　　　　      　　　　 かわ　　　そ　　　　  なが

 と　 かち  だけ　　　　　　　か　 ざん  でい  りゅう　　　　　　　　　　　　　  はっ  せい
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火山が噴火した時に起こることを知りましょう火山が噴火した時に起こることを知りましょう 2. 活火山・十勝岳 Q&A
かつ  か  ざん　　　と   かち だけふん  か　　　　　　　　　 お

QQ
2-5

白金温泉に向かって流れている尻無
沢川は普段はあまり流水がありません
が、周りよりも低いために泥流が発生
すると、この沢沿いに流れます。この
ため、沢に沿って様々な防災施設が
造られています。

火砕流の量が少なく、谷が深いうちは
沢に沿って流れます。しかし、次第に谷
が埋められ、また量が多くなると沢か
ら溢れ、尾根を越えて広がります。
谷がまがったところでは、火砕流の熱
風のみが直進し、大きな被害をもたら
すことがあります。 

大正泥流は富良野川と美瑛川に沿って流れましたが、
量が多く、勢いもあるために周りにも氾濫しました。

411n

611

2

911

大正泥流が流れ下ったところ

爆発による崩壊
土砂が流れた範囲

融雪による泥流の
氾濫範囲

 ばく はつ　　　　　　  ほう かい

  ど   しゃ　　　　　　　　　  はん  い

 ゆう せつ　　　　　　  でい りゅう

 はん らん

十勝岳
火口

美瑛川

富良野川

10km

▲

火砕流や火山泥流は、重力によって低いところ低いところへと流れていきますが、

火砕流は高温の熱風となって丘をのりこえて広がることもあります。火山泥流は大

きな沢に集まって、川沿いにふもとへと下っていきます。

十勝岳で1926年の噴火の時に起きた大正泥流も、富良野川と美瑛川に沿って流れました

が、火山泥流の量がたいへん多く、川から溢れて周りに氾濫し、大きな災害になりました。

A

「この地図は、国土地理院発行の20万分の1地勢図(旭川)を使用しています」 写真提供：気象庁雲仙普賢岳の火砕流

1994年の噴火
ふん  か

火砕流や火山泥流はどこを流れるの？

（2007年撮影）

 しろ がね おん せん　　   む　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しり なし

 さわ がわ　　　ふ  だん　　　　　　　　りゅう すい

　　　  まわ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　でいりゅう                はっ せい

　　　　　　　　　　　　　　　　　 さま ざま　　  ぼう さい   し  せつ

 つく

  か  さい りゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たに　　  ふか　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し  だい

　　　う　　　　　　　　　　

　　あふ　　　　お    ね　　　  こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  か  さい りゅう　　　  ねっ

ぷう　　　　　　　ちょく  しん　　　　　　　　　　  ひ  がい　

 たいしょう でいりゅう

　　　　　　　　　　　　いきお　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  はん らん

たい しょう でい りゅう

  か  さいりゅう　　　   か  ざん でいりゅう　　　　じゅうりょく　　　　　　　　　　　ひく

  か  さいりゅう　　　こう おん　　ねっぷう　　  　　　　    おか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か  ざん でいりゅう

 　　　   さわ　　あつ　　　　　　　　　 ぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふん  か　　　　　　　  お　　　　　たいしょう でいりゅう　　　　　ふ     ら    の  がわ     　び  えい がわ　　  そ

　　　　か  ざん でいりゅう         りょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あふ　　　　 まわ            はん らん　　　　　　　　　 さいがい

 か    さい　りゅう   　　      か    ざん   でい   りゅう　　　　　　　　　　　　　       なが

うん ぜん  ふ  げん だけ　　  か  さい りゅう
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2. 活火山・十勝岳 Q&A 火山が噴火した時に起こることを知りましょう
かつ  か  ざん　　　と   かち だけ ふん  か　　　　　　　　　 お

十勝岳の噴火口の地下には、昔の噴火でマグマなどが地上に噴出した時の通り

道があります。「火道」と呼ばれるこの通り道の中には、残されたマグマが冷え

固まった溶岩や、爆発で砕かれた周りの岩のかけらが詰まっていると考えられます。普段

は、その岩のすき間を通って火山ガスが上がり、やがて白い煙（噴気）となって火口から

出ていきます。

QQ
2-6
A

十勝岳で現在最も活発な62-2火
口の底にはたくさんの噴気孔が
できていて、多量の火山ガスが常
に吹き出ています。

写真提供：旭川地方気象台

噴気孔
（2008年撮影）

ふん   き   こう

2006年春の62-2火口底の様子

十勝岳の煙の観察日記を
つけてみましょう。

（高さ、煙の多さ、色など）

噴気を上げる62-2火口

噴火口の中はどのようになっているの？

1988～1989年噴火直後の62-2火口底の様子

　　　　　　　　　 げん ざい もっと　　　かっ ぱつ

　　　　　そこ　　　　　　　　　　　　　　　　 ふん   き    こう

　　　　　　　　　　　　  た   りょう　　　　　　　　　　　　　　　　 つね

        ふ

かん さつ

　　　　　　　　　　　ふん  か　こう　　　　　　　　　　　　 むかし　　　ふん  か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふんしゅつ

　　　　　　　　　　　　　　　　 か  どう　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  のこ　　　　　　　　　　　　　　　　 ひ

 かた　　　　　　 よう がん　　　　ばく はつ　　 くだ　　　　　　　まわ　　　　 いわ　　　　　　　　　　　  つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふ  だん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  けむり　  ふん  き

 ふん   か    こう

ふん  き

ふん  か  ちょく   ご　　　　　　　　 か  こう てい        よう  す



28

火山が噴火した時に起こることを知りましょう火山が噴火した時に起こることを知りましょう 2. 活火山・十勝岳 Q&A
かつ  か  ざん　　　と   かち だけふん  か　　　　　　　　　 お

十勝岳は、富士山のようなきれいな円錐の火山ではありませんね。今見ること

ができる十勝岳の姿は、およそ3,300年前からの噴火活動で造られてきました。

全体がでこぼこしたおもしろい形をしているのは、噴火の場所を少しずつ変えながら火

口を造ったり、一度造った丘（火口丘）を壊したりするようなことを繰り返してきたからです。

QQ
2-7
A

62-2火口大正火口

望岳台から見える十勝岳の火口の姿

今からおよそ4,700年前、3,300
年前に大きな噴火が起こり、グラ
ウンド火口ができました。
その後、グラウンド火口の北側の
縁で噴火が起こり、すり鉢火口や
北向火口などの新たな火口がで
きました。
さらにその後、噴火の場所は次
第に南西側へと移動しました。噴
火で新たに造られた丘（中央火
口丘）の一部が1926年の爆発
で壊され、大正火口ができまし
た。そのすぐ南側に、1962年の
噴火でできた一番新しい火口
（62火口群）があります。

空から見た十勝岳の姿空から見た十勝岳の姿

また、十勝岳は富士山のように独立した火山ではなく、いくつかの火山が並
ぶようにして形成された連山（十勝岳連峰）の１つであり、この連山の中で
は、最も新しい時代の火山です。

大正火口は、爆発で丘が崩れてできたため
に、お椀のような形をしています。

写真提供：旭川地方気象台提供

十勝岳山頂
さんちょう

62-2火口
大正火口

すり鉢火口
北向火口

グラウンド火口

②
③

（中央火口丘）

世界のいろいろな火山がどのような形をしているか調べてみましょう。

（2005年撮影）

十勝岳はなぜでこぼこした形をしているの？

ぼう がくだい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どく りつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なら

　　　　　　　　　　　　 けい せい　　　　　　　れん ざん　　　　　　　　れん ぽう

　　   もっと     あたら

　　　　　　　　　　　 ばくはつ　　　　　　くず

　　　　　わん

せ  かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しら

　　　　　　　　　　　 ふ    じ　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　  えん すい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すがた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　ふん  か  かつ どう       つく

 ぜん たい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふん  か　　　  ば  しょ　　　　　　　　　　　  か

　　　　　　　　　　　　　 いち  ど　　　　　　   おか 　 か  こうきゅう　　　　こわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　  かえ

 と　 かち  だけ

　　 　　　　　　　　　　    ふん   か　　　  お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 きた がわ

 ふち　　  ふん  か　　　　　　　　　　　　　　  ばち

 きた むき

　　　　　　　　　　　　　　　 ふん   か　　　　　　　　　　　 し

 だい　　　　　　　 がわ　　　　　 い  どう　　　　　　　　　  ふん

  か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       ちゅう  おう

　　　　　　         いち   ぶ　　　　　　　　　　　　　　　ばく はつ

        こわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 ふん  か

　　　　　　　　　ぐん
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2. 活火山・十勝岳 Q&A 火山が噴火した時に起こることを知りましょう
かつ  か  ざん　　　と   かち だけ ふん  か　　　　　　　　　 お

十勝岳の噴火では、主に次のようなものが火口から勢いよく飛び出します。

　火山ガスで泡立ったマグマが、そのまま冷えて固まったスコリア（軽石の仲間）

　ゆっくりガスが抜けて岩石片となった溶岩のかけら（溶岩片）

　溶岩や軽石、周りの岩石などが粉々に砕けてできた火山灰と火山ガス

　マグマが噴出し、斜面を流れ下る液体状の溶岩流

QQ
2-8
A

1989年の十勝岳の噴火では、人より大きな岩も火口から飛び出しました。また、砕けた溶岩や火
山灰が火山ガスと一緒になり、小さな火砕流となって高温で雪の上を流れました。

雪の上を流れる小さな火
砕流の様子(上の写真）
写真提供：旭川地方気象台

溶岩がゴツゴツ
したブロックのよ
うになっていま
す。このような溶
岩は、かなりゆっ
くり流れて固まっ
たものです。

望岳台の近く
にある探勝路
で見られる溶
岩の岩場

山に登った時に、溶岩がどんな様子か見てみましょう。
（色、形、硬さ　など）　　　手や足をけがしないように！

（1989年撮影）

（2007年撮影）

（1989年撮影）

かた

自動

噴火で火口から飛び出た巨大な岩
（1989年１月８日に噴出）

火砕流として流れた岩石や火山灰

十勝岳の噴火では何が噴出するの？

1 2 3cm

十勝岳に登ると、昔の噴火で流れた溶岩の
岩場も見ることができます。溶岩流には、ハ
ワイの火山のようにさらさら速く流れるも
のと、少しゆっくりじわじわ流れるものがあ
ります。十勝岳の溶岩流はやや粘り気があ
り、ゆっくり流れるものが多いようです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ふん  か　　　　　　　　　　　　　　　　　  いわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くだ              よう がん        か

 ざん ばい　　　　　　　　　　　　 いっ  しょ　　　　　　　　　　　　　  か  さいりゅう　　　　　　　　　こう おん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

 さい りゅう　　　  よう   す　　　　　　 しゃ しん

 よう  がん

　　　　　　　　　　　　　　 よう

 がん

 ぼう  がく  だい

　　　　　　　たん  しょう   ろ

   　　　　　　　　　　　よう

 がん　　  いわ  ば

　　　　　　　　　ふん  か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か  こう　　　　いきお　　　　　　　  と

　　　　　　　　　　        あわ  だ　　　　　　　　　       　　　　　　　　　      ひえ　　　   かた　　　　　　　　　　　　　　　かる いし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 がん せき へん                       ようがん　　　　　　　　　  よう がんへん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こな ごな　　くだ　　　　　　　　　　   か  ざん ばい

　　　　 　　　　　　 ふんしゅつ　　　　しゃ めん　　  なが　　　　　　  えきたいじょう　  ようがんりゅう

と    かち   だけ 　　　  ふん    か　　　　　　　　　　　　　　ふん　しゅつ

のぼ　　　　　　　　　　　  よう  がん

ふん　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  きょ だい        いわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふんしゅつ

か　さい りゅう　　　　　　　　　　　　　　　がん せき         か  ざん ばい

　　　　　　　　  のぼ　　　　　むかし　　  ふん  か　　　　　　　　　 よう がん

  いわ  ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よう がん りゅう

　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　   はや

　　　　　　　　　　　　　　　　よう  がん りゅう　　　　　　　    ねば　 　 け

スコリアは主に黒っぽい色をしており、表面は
ガサガサしていて、軽石と同じようにたくさん
の孔が見られます。

　　　　　　　　　　 おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひょう めん

　　　  　　　　　　                          かる  いし

　　 あな


